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心ゆたかに たくましく かしこく 成長する 「たかせの子」

本日、令和６年度の修了式を行いました。１年生から５

年生までの４１名が、卒業式のように、ステージ上で一人

一人修了証を受け取るのが高瀬小伝統のスタイルです。

３日前に行われた卒業式での卒業生に負けないぐら

い、みんな背筋をピンと伸ばし、りりしい表情で修了証を

受け取っていました。この一年間を頑張りきったという達

成感と自信がみなぎっているようでした。ご家庭でも通

知表を見ながら、今年のお子様の成長、頑張りを褒めて

いただけると幸いです。今回の修了式で、「思いやり算」と

「３枚羽ブーメラン」（学校報No.３９）を紹介しました。ち

ょっとだけですが、材料も渡したので、春休み中の時間が

あるときにでも挑戦してもらえるとうれしいです。また、

「関わり合い」をするときに大活躍しそうな「思いやり算」

についても紹介しました。ご家庭で、どんな計算なのか、

どんなときに使える計算なのか話題にしてみてください。

新たなステージに向けた“準備の春休み”となりますよ

うに、励ましもお願いいたします。４月７日から新年度が

始まりますが、一つずつ学年が上がった高瀬っ子が様々

な分野で大活躍する姿をとても楽しみにしています。

７日(月) 新任式 始業式 ※５校時限

８日(火) 入学式練習 入学式準備

９日(水) 入学式 （10:00～）

１０日(木) 身体測定（上学年） 地区子ども会

１１日(金) 視力測定（上学年） 委員会①

１4日(月) １年生給食開始 身体測定（下学年）

縦割り清掃顔合わせ会

１５日（火） 視力測定（下学年）

集金口座振替日 ※新１年生のみ

１６日(水) 聴力検査（上学年）

眼科検診（２・６年羽後中）

１７日(木) 全国学力・学習状況調査（６年）

聴力検査（下学年）

１８日(金) 全校ＰＴＡ・総会 ※５校時限

２１日(月) 児童総会

２３日(水) 交通安全教室（３・４校時）

２４日(木) 研修日 （交通安全教室予備日）

２５日(金) オンライン質問紙（午前） 羽教振総会

２８日（月） クラブ活動① 職員会議

新年度 に入 り 、 計 画
の変更もあり得ます。
今後の学校報や学年
だより等で確認をお
願いします。

今年度、保護者の皆様、地域の皆様に支

えられ、高瀬っ子たちがのびのびと成長す

ることができました。本当にありがとうござ

いました。

「関わり合い」を合い言葉に取り組んで参

りました今年度の高瀬小学校ですが、子ど

もたちは、一人一人確かな学力と自分に対

する確かな自信を育み、大きく成長するこ

とができたものと思います。

令和７年度もまた、保護者の皆様と学校、

そして地域の皆様が三位一体となって子ど

もたちの成長のために歩んで行けたらと思

っておりますので今後とも何とぞよろしく

お願いいたします。

これまでのご理解

とご協力に深く感謝

申し上げます。

ブログ始めました！ブログ始めました！
旬な情報をお届けします旬な情報をお届けします



高瀬小学校の付近では、携帯電話基地局からの電波が弱く、NTTドコモをご

利用になられている方々には以前から大変ご不便をおかけしております。

その問題を解決しようと、NTTdocomo様から電波を増強する機器（レピー

ター）をレンタルすることができました。２台お借りしたので、先日、スクールバ

スの車庫と職員室に設置しました。電波状況が以前よりも多少よくなっている

ので、緊急でスマートフォンから電話をかけたい、ネットを使いたいという際は、

職員室・ランチルーム付近、また車庫の付近ではご利用が可能になりましたので

ご承知おきください。今後、他社の電波状況も改善できるよう努めて参ります。

３月１８日(火)に、令和６年度高瀬小学校卒業証書授与式を行いました。当日は、卒業生の巣立ち

を祝うかのような暖かい春の日差しが降り注いでおりました。羽後町議会副議長 黒澤様、ＰＴＡ会

長 遠山様をはじめ、たくさんのご来賓の皆様、保護者の皆様、教職員、そして在校生に見守られな

がら、厳かに執り行われました。

卒業生が卒業証書を受け取る姿、見つめる眼差しは本当に堂々としていて、小学校６年間の学びを

もとに、新たな中学校生活へと歩み出そうとする自信とたくましさを感じさせてくれました。新しく

始まる中学校生活は、希望に満ちた無限の可能性が広がっています。これまで高瀬小学校で培った

様々な経験、身に付けた知識を土台にして、新たなものを生み出す想像力を存分に発揮し、羽後中学

校で大いに活躍してくれると信じています。

そして、厳粛で感動的な式を支えたのは、卒業生への祝福とこれまでの感謝の思いをしっかりと伝

えようと頑張った在校生でした。「姿勢」「表情」「歌」「呼びかけ」など、全てに一人一人の卒業生への

祝福と感謝の思いが込められていました。今回の卒業式で、卒業生・在校生ともに、高瀬っ子の素晴

らしさを再認識しました。本当にありがとうございました。


